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研究成果の概要（和文）：回復期リハビリテーション病棟に入院している脳卒中患者のリハビリテーションに対
するモチベーションは，7つの外的な要因（患者目標，成功失敗体験，身体状況・認知機能，リジリエンス，リ
ハビリテーション職種との関係性，患者関係，患者の支援者）から影響を受けていることが明らかとなった．ま
た，高齢者では観察評価ではモチベーションの評価が困難である可能性が示唆された．
モチベーションの経時的変化については，長期的な入院にてモチベーションが低下する傾向が確認された．ま
た，モチベーションとアウトカムの関連性については，リハビリテーションに対するモチベーションは直接的に
FIMに影響しないことが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：It has been revealed that the motivation of stroke patients undergoing 
rehabilitation on a convalescent rehabilitation ward is influenced by seven external factors: 
patient goals, success/failure experiences, physical condition/cognitive function, resilience, 
relationship with rehabilitation professionals, patient relationships, and patient supporters. In 
addition, it was suggested that the evaluation of motivation by observation may be difficult for 
elderly patients.

Regarding the temporal changes in motivation, a tendency for motivation to decrease during long-term
 hospitalization was confirmed. Furthermore, the relationship between motivation and outcome was 
investigated, and it was found that motivation for rehabilitation does not directly affect FIM.

研究分野： リハビリテーション医学

キーワード： 脳卒中　モチベーション　リハビリテーション　尺度開発　質的研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
患者自身の活動を治療的手段として用いているリハビリテーション医学において，活動量を左右するモチベーシ
ョンに対する影響要因を明らかにできたことは，モチベーションが下がっている患者への支援方法を計画する際
に有益な情報となる．本研究結果は，脳卒中患者の活動を促し，リハビリテーションの効果を高めるための知見
を明らかにした，リハビリテーション医学の発展に寄与する成果であるといえる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
リハビリテーションにおいて，患者は訓練に対して能動的な役割を担うことが期待され，訓練

への積極的な参加が必要となる．モチベーションは脳卒中患者の身体活動を促進する要因であ
ることが報告され，身体活動の増加に伴い，リハビリテーションのアウトカムが改善することに
ついて多くの報告がなされている．しかしながら，リハビリテーションに対するモチベーション
がどのような要因により影響を受けているのかは不明確であり，リハビリテーションに対する
モチベーションとは何かというコンセンサスも得られていない． 
リハビリテーションを実施している脳卒中患者のモチベーションがどのような要因から影響を

受けているのか，また、モチベーションが患者の行動にどのような影響を及ぼすかを明らかにす
ることでより効率的なリハビリテーション実践に繋がる可能性がある． 
 
２．研究の目的 
モチベーションへの影響要因検討を実施し，リハビリテーションに対するモチベーションに特

化した評価尺度を開発する．また，その評価尺度を用いてリハビリテーションに取り組む患者の
モチベーションの傾向を明らかにし，リハビリテーションのアウトカムとモチベーションの関
連性を検討し，より効率的なリハビリテーション実践の一助とすることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 第1から第5研究に渡る研究として実施し，本事業研究期間中には主に第3-5研究を実施した． 
（1）脳卒中患者のリハビリテーションへのモチベーションに関するシステマティックレビュー 
 3 つのデータベースを用いて脳卒中患者におけるリハビリテーションに対するモチベーショ
ンに関する知見を整理した．  
（2）脳卒中患者のリハビリテーションへのモチベーションに対する影響要因に関する質的調査 
 脳卒中患者のリハビリテーションに関するモチベーションに影響を及ぼす因子は何か，また，
モチベーションの状態による行動変容としては具体的にどのようなものが有るのかを半構造化
面接とテーマ分析の手法を用いて検証した． 
（3）モチベーション評価尺度開発 
 第 2 研究で得られた知見をもとに，脳卒中患者のリハビリテーションに対するモチベーショ
ン評価尺度（Motivation in stroke patients for rehabilitation scale: MORE scale）を開発
し，尺度の特性を患者報告式アウトカム尺度の評価法（COSMIN）の手順に沿い検証した． 
（4）回復期リハビリテーション病棟に入院する脳卒中患者のリハビリテーションに対するモチ
ベーションの傾向調査 
 回復期リハビリテーション病棟に入院し，包含基準に合致する脳卒中患者 201 名を対象とし
て MORE scale を用いて，リハビリテーションに対するモチベーションを経時的に評価し，時期
による変化を，線形混合効果モデルを用いて検証した． 
（5）回復期リハビリテーション病棟に入院する脳卒中患者のリハビリテーションのアウトカム
とモチベーションの関連調査 
回復期リハビリテーション病棟に入院し，包含基準に合致する脳卒中患者 201 名を対象として

MORE scale を用いて評価した対象者のモチベーションの状態と，FIM を用いた評価したリハビ
リテーションアウトカムとの関連性を線形混合効果モデルを用いて検証した． 
 
４．研究成果 
（1）脳卒中患者のリハビリテーションへのモチベーションに関するシステマティックレビュー 
1,930 論文の中から最終的には 13論文が調査対象論文として抽出された．脳卒中患者のモチベ

ーション評価には，リハビリテーションのモチベーションに特化していない尺度や医療者によ
る観察評価が用いられていた．モチベーションとリハビリテーションの相互作用については，モ
チベーションに影響を与える要因，モチベーションが機能や活動に及ぼす影響について報告さ
れていたが，報告の質・量共に不十分であることが明らかとなった．  
（2）脳卒中患者のリハビリテーションへのモチベーションに対する影響要因に関する質的調査 
 脳卒中患者のリハビリテーションに対するモチベーションは 7 つの外的な要因（患者目標，成
功失敗体験，身体状況・認知機能，リジリエンス，リハビリテーション職種との関係性，患者関
係，患者の支援者）から影響を受けていることが明らかとなった．また，高齢者では観察評価で
はモチベーションの評価が困難である可能性が示唆された． 
（3）モチベーション評価尺度開発 
 脳卒中患者のリハビリテーションに対するモチベーション評価尺度（Motivation in stroke 
patients for rehabilitation scale: MORE scale）を開発した．（図 1） MORE scale はモチベ
ーション低下が含まれる精神状態である抑うつやアパシーではなく，リハビリテーションに対
するモチベーションの低下に特化して評価が出来る尺度であることが確認された．  
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：Motivation in stroke patients for rehabilitation scale (MORE scale) 
 
（4）回復期リハビリテーション病棟に入院する脳卒中患者のリハビリテーションに対するモチ
ベーションの傾向調査 
 今回対象となった回復期リハビリテーション病院に入院し，リハビリテーション治療を行って
いる脳卒中患者では，長期的な入院にてモチベーションが低下する傾向が確認されるものの，入
院期間中比較的高いモチベーションを維持している傾向が確認された．（図 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：入院期間ごとの MORE scale 得点結果 
 
（5）回復期リハビリテーション病棟に入院する脳卒中患者のリハビリテーションのアウトカム
とモチベーションの関連調査 
 入院中測定した MORE scale 得点と FIM effectiveness および efficiency にはいずれも統計学
的に有意な相関関係はなく，リハビリテーションに対するモチベーションは直接的に FIM に影
響しないことが明らかとなった． 
 以上の成果から，回復期リハビリテーション病棟に入院している比較的日常生活自立度が高
い対象者では，長期的な入院によりモチベーションは下がるものの，比較的高いモチベーション
を維持し続けていることが明らかとなった．また，モチベーションと FIM の改善度には直接的な
関連性はないことが明らかとなった． 
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1 退院後の目標に向けてリハビリテーションに取り組みたい． 1 2 3 4 5 6 7

2 自分が納得するまで体を良くしてから退院したい． 1 2 3 4 5 6 7

3 家庭や社会での役割に復帰するために訓練をしたい． 1 2 3 4 5 6 7

4 自分自身の目標は自分の頑張り次第で達成できる． 1 2 3 4 5 6 7

5 リハビリテーションの担当療法士の指導に応えたい． 1 2 3 4 5 6 7

6 リハビリテーションで行ったことを日常生活で応用させたい． 1 2 3 4 5 6 7

7 日々行っている訓練の目標は担当療法士と共有できていると感じる． 1 2 3 4 5 6 7

8 日々の訓練内容の変化にやりがいを感じる． 1 2 3 4 5 6 7

9 他の患者さんが頑張っている姿は自分自身の励みになる． 1 2 3 4 5 6 7

10 家族や友人のためにもリハビリテーションを頑張りたい． 1 2 3 4 5 6 7

11 自分自身の体（または動作）は日に日に良くなっている． 1 2 3 4 5 6 7

12 できなかった動作があると，それが出来るように訓練したい． 1 2 3 4 5 6 7

13 いろいろな課題・訓練に挑戦したい． 1 2 3 4 5 6 7

14 多少の痺れや痛みがあってもリハビリテーションは行いたい． 1 2 3 4 5 6 7

15 訓練時間以外にも自分なりに訓練の時間を作りたい． 1 2 3 4 5 6 7

16 毎日の訓練は自ら取り組む必要があると思う． 1 2 3 4 5 6 7

17 今回の病気や障害を改善させるためにはリハビリテーションが必要だ． 1 2 3 4 5 6 7

Motivation in stroke patients for rehabilitation scale (MORE scale)
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